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我が国における血液 の行方（平成 2 5 年 版 ）

献血
申込者数

6,148,800

採血種類別
採血人数

合計
5,205,819

200mL
412,494
400mL
3,271,530
血小板
873,092
血漿

648,703

適とされた
本数

合計
5,038,611

200mL

400mL

血小板

血漿

　これは、我が国
の血液の行方の
全体像です。
　まず、献血を
申し込んだ方に
対し、採血前の検
査が行われ、問
診により健康状
態が確認されま
す。

　採血前検査を
通った方から採
血された血液は、
感染症や抗体に
ついて検査され
ます。
　ここで不適と
されたものは、以
後の製造には用
いられません。

　検査で適とさ
れた血液は、輸
血用血液製剤や
原料血漿に調製
されます。
　輸血用血液製
剤は、日本赤十
字社から医療機
関に供給されま
す。

　調製されたもの
のうち、有効期間を
過ぎたものは、輸血
用血液製剤として
使用することはで
きませんが、原料血
漿として利用され
ています。
　また、割合として
はわずかですが、製
造工程における破
損等により、供給で
きなくなるものも
あります。

　輸血用血液製剤として調製されたもののうち、有効期間を過ぎたも
のや、成分採血で原料血漿用に採血した血漿等から、原料血漿が製造
されます。
　原料血漿は、国内製造業者3社において、血漿分画製剤に加工され
ます。中間原料の「PⅡ＋Ⅲ」については、37ページを御参照ください。
　これらの血漿分画製剤は、国内3社から医療機関に供給されます
が、一部の製剤については輸入に頼っており、自給率が低い製剤もあ
ります。

不適

493,811

21,081

130,958

297,132

942,982

採 血 基 準

問 診 ①

問 診 ②

そ の 他

合 計

不 適 人 数

167,208

梅毒

HBV 

HCV 

HIV 

HTLV-1 

B19 

不規則

肝機能

その他

延人数

不適

内　　　訳

　
49.0％
100％（血漿）
15.0％（組換含）

95.9%
2.7%

100％

0％

・・・・・・・  

　　
・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・  

・・・・・
・・・・・・・・・・

㈶ 化 血 研

日 本 製 薬

日 本 血 液
製 剤 機 構

PⅡ＋Ⅲ

全血製剤  

1単位 

2単位

赤血球製剤  

1単位 

2単位 

血小板製剤  

1単位 

2単位 

5単位 

10単位 

15単位 

20単位 

血漿製剤

1単位 

2単位 

15/4単位

4単位 

217

378

402.359

3,085,924

1,023

136

14,877

716,430

53,454

60,028

56,931

841,783

13,815

194,620

輸血用血液製剤
製造本数

全血製剤  

1単位 

2単位

赤血球製剤  

1単位 

2単位 

血小板製剤  

1単位 

2単位 

5単位 

10単位 

15単位 

20単位 

血漿製剤

1単位 

2単位 

15/4単位

4単位 

211

368

387,006

3,059,262

405

103

13,727

708,433

52,618

59,369

44,483

749,180

124,417

62,306

輸血用血液製剤
供給本数

全血製剤

1単位

2単位

赤血球製剤

1単位

2単位

血小板製剤

1単位

2単位

5単位

10単位

15単位

20単位

血漿製剤（※）

1単位

2単位

4単位

5

10

9,252

7,911

621

32

1,147

7,491

838

606

8,964

74,226

21,923

輸血用血液製剤
供給不能本数

「1単位」とは、200mL
全血採血に相当する量

33.5万L

日本血液製剤機構（日赤より委託）

凝固因子製剤用

一般の分画製剤用
32.4万L

日赤血液管理センター

28.8万L

日赤九州ブロック血液センター

94.7万L
原料血漿

（H25年度）

核酸増幅検査（NAT）

血漿分画製剤（25年度自給率）

○アルブミン製剤

○第Ⅸ因子製剤
○　フィブリノゲン製剤
　　トロンビン製剤
　　活性化プロテインC
　　人ハプトグロビン
　　ATⅢ製剤
○組織接着剤

○第Ⅷ因子製剤

○　インヒビター製剤
　　第XIII因子製剤
　　抗D（Rho）IG製剤
　　抗破傷風IG製剤
　　C1ーインアクチベータ
○免疫グロブリン製剤
○抗HBsIG製剤

○輸入製剤・血漿
・アルブミン製剤
・組織接着剤
・インヒビター製剤
・第XIII因子製剤
・免疫グロブリン製剤
・C1ーインアクチベータ
・抗破傷風IG製剤
・血漿

○遺伝子組換え
 ・アルブミン製剤
 ・インヒビター製剤
 ・第Ⅷ因子製剤
 ・第Ⅸ因子製剤

※問診①②については
　23ページ参照

不 適 人 数

※

一 次 検 査

4,933

30,891

1,739

3,578

3,013

1,935

4,213

115,230

5,120

170,652

36

3

1

40

19.0万L
14.0万L

13.5万L
3.2万L

35.8万L
9.8万L

58.7％（血漿）・・・・・・・
100％（血漿）
44.2%（組換含）

（全血（200mL、
400mL）59.2
血小坂16.7
血漿18.3
その他0.5）

※血漿製剤については、平成
25年9月の新規製剤の供給開
始に伴い、既存製剤を原料血
漿として転用した本数が含まれ
ていること。

58



59

我が国における血液 の行方（平成 2 5 年 版 ）
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